
　
北
京
大
学
と
清
華
大
学
に
挟
ま
れ
た
緑
豊
か
で

閑
静
な
住
宅
街
に
あ
る
た
た
ず
ま
い
。
そ
の
マ
ン

シ
ョ
ン
の
一
室
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
は
、
日
本
の

人
形
や
民
芸
品
、
写
真
等
が
ぎ
っ
し
り
と
並
べ
ら

れ
て
い
る
。
繊
細
な
書
画
が
掛
け
ら
れ
た
ソ
フ
ァ

に
座
る
白
髪
の
気
品
あ
る
女
性
が
、張
光
珮
（
ち
ょ

う
こ
う
は
い
﹇
中
国
語
：Zhang G

uangpei

﹈）

女
史
、
元
・
北
京
大
学
教
育
学
部
教
授
で
あ
る
（
以

下
敬
称
略
）。
張
光
珮
は
、
有
名
な
書
道
家
、
篆

刻
家
で
大
学
教
授
の
張
寔
父
家
の
三
女
と
し
て
、

一
九
三
〇
年
に
四
川
省
成
都
に
生
ま
れ
た
。

　
張
光
珮
の
日
本
と
の
出
会
い
は
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
九
五
一
年
の
春
、

重
慶
に
あ
る
西
南
師
範
大
学
歴
史
学
部
の
二
年
生

だ
っ
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
突
然
、
大
学
か
ら

直
ぐ
に
首
都
北
京
に
向
か
う
よ
う
に
告
げ
ら
れ

た
。
そ
の
日
の
う
ち
に
小
さ
な
荷
物
を
ま
と
め
、

汽
車
と
船
に
乗
り
次
い
で
北
京
へ
と
向
か
っ
た
。

「
何
か
新
し
い
こ
と
が
始
ま
り
そ
う
な
予
感
が
し

た
」
と
彼
女
は
当
時
を
振
り
返
る
。

　
当
時
、
北
京
に
迎
え
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
中
国

各
地
か
ら
北
京
大
学
東
方
言
語
学
部
に
集
め
ら
れ

た
三
〇
名
余
り
の
若
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に

は
、
建
国
後
間
も
な
い
新
中
国
の
国
際
交
流
の
担

い
手
と
な
り
得
る
優
秀
な
若
者
た
ち
に
主
に
ア
ジ

ア
十
数
カ
国
の
言
語
を
学
ば
せ
、
周
辺
地
域
の
良

き
理
解
者
を
養
成
し
よ
う
と
い
う
中
国
共
産
党
政

府
内
部
の
指
示
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
と
り
わ
け
、

将
来
の
ア
ジ
ア
地
域
の
周
辺
諸
国
と
の
国
際
交
流

の
た
め
の
人
材
を
養
成
し
よ
う
と
い
う
、
当
時
の

指
導
者
の
周
恩
来
総
理
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ

て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
当
時
、
ま
だ
日
中
間

張光珮女史の近影―80歳の誕生日に北京の自宅で

張光珮女史の軌跡
―1950年代の日中青年交流のさきがけ―
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に
国
交
は
な
か
っ
た
が
、「
二
〇
年
後
に
は
中
国

と
日
本
は
必
ず
や
重
要
な
関
係
に
な
る
に
違
い

な
い
」
と
い
う
信
念
に
支
え
ら
れ
て
、
張
光
珮

は
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
を
選
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

　
や
が
て
一
九
五
七
年
三
月
、
張
光
珮
は
中
国

共
産
主
義
青
年
団
の
一
〇
名
の
代
表
の
ひ
と
り

と
し
て
日
本
を
初
訪
問
し
た
。
そ
れ
は
、
一
九

五
〇
年
代
の
日
中
青
年
交
流
の
さ
き
が
け
と
な

る
出
来
事
で
あ
っ
た
。
前
年
に
日
本
青
年
団
が

中
国
へ
渡
っ
た
後
、
翌
年
に
中
国
側
が
日
本
を

初
め
て
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

彼
女
た
ち
一
〇
名
は
、
第
一
回
中
国
青
年
代
表

団
と
し
て
、
一
カ
月
余
り
の
間
、
日
本
全
国
各

地
を
回
っ
て
日
本
人
青
年
た
ち
と
の
交
流
を
深

め
た
。

　
中
国
青
年
代
表
団
の
受
け
入
れ
先
と
な
っ
た

日
本
青
年
団
協
議
会
を
組
織
す
る
日
本
青
年
館

（
東
京
都
新
宿
区
霞
ヶ
丘
町
）
の
地
下
倉
庫
に
は
、
当
時
の
日
中
青
年
交
流

に
関
す
る
貴
重
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
中
国
側
の
メ
ン
バ
ー

に
は
、
団
長
の
劉
西
元
（
中
華
全
国
民
主
青
年
連
合
会
副
主
席
・
元
人
民

解
放
軍
中
将
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
副
団
長
は
呉
学
謙
（
同
会
国
際
部
長
、

の
ち
の
外
交
部
長
・
副
総
理
）
や
楊
振
亜
（
同
会
国
際
部
員
、
の
ち
の
外

交
部
ア
ジ
ア
局
長
・
駐
日
大
使
）
等
が
含
ま
れ
て
い
た
。
当
時
、
北
京
大

学
院
生
で
あ
っ
た
張
光
珮
は
最
年
少
の
参
加
者
で
あ
り
、
通
訳
も
務
め
た
。

日
中
間
の
青
年
交
流
を
通
じ
て
、
の
ち
の
中
国
に
お
け
る
数
多
く
の
知
日

派
の
知
識
人
が
誕
生
し
た
と
も
い
え
よ
う
。

　
日
本
訪
問
の
直
前
の
一
九
五
七
年
三
月
、
中
華
全
国
民
主
青
年
連
合
会

主
席
で
あ
っ
た
廖
承
志
が
日
本
側
に
宛
て
た
手
紙
が
日
本
青
年
館
に
残
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
手
紙
に
は
、
中
国
青
年
の
招
聘
に
奔
走
し
た
日
本
側
に

対
す
る
深
い
感
謝
の
言
葉
が
記
さ
れ
て
い
る
。
未
だ
日
本
と
中
国
の
間
に

正
式
な
国
交
関
係
が
無
か
っ
た
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
中
国
青
年
た
ち
の

滞
在
ビ
ザ
の
発
給
を
め
ぐ
っ
て
、
受
け
入
れ
側
の
日
本
青
年
団
協
議
会
が

1930 年頃に成都の自宅で撮影された張家の家族写真―最後列の赤ちゃんが張光珮、左隣がその母親の鄒慧修          1957 年 3 月に廖承志が日本青年団協議会へ宛て
た書簡（日本青年館所蔵）

日本青年団協議会の雑誌に掲載された訪日写真記事
―最前列の男女が張光珮（右）と楊振亜（左）。
張の左後ろが団長の劉西元、一番右側で本を持って
いるのが呉学謙（日本青年館所蔵）

日本の青年たちに囲まれて歓談する張光珮



日
本
政
府
に
何
度
も
掛
け
合
っ
た
結
果
、
よ
う
や
く
訪
日
が
実
現
し
た

の
で
あ
る
。

　
一
カ
月
余
り
の
日
本
滞
在
の
間
、
日
本
全
国
各
地
で
座
談
会
や
交
流

の
機
会
を
持
ち
、
当
時
の
中
国
の
若
者
の
生
活
様
式
や
考
え
方
に
つ
い

て
紹
介
し
た
。「
当
時
の
日
本
人
の
若
者
の
間
に
は
、
新
中
国
に
対
す
る

強
い
憧
れ
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
中
国
の
情
報
が
ご
く
限
ら
れ
た
状
況
の

な
か
で
、
私
た
ち
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
」
と
彼
女
は

当
時
を
振
り
返
る
。
但
し
、
当
時
は
日
中
間
に
は
国
交
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
政
治
的
混
乱
や
摩
擦
を
避
け
る
た
め
、
代
表
団
の
青
年
た
ち

が
自
由
に
街
を
歩
く
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　
帰
国
後
に
は
、
中
国
の
各
大
学
で
の
講
演
等
を
通
じ
て
、
代
表
団
の

日
本
青
年
と
の
交
流
の
経
験
は
中
国
側
に
も
届
け
ら
れ
た
。
参
集
し
た

中
国
人
た
ち
も
日
本
の
様
子
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
や
が
て
文
化
大
革
命
に
よ
る
中
国
国
内
の
混
乱
を
経
て
、
日
本
と
の

連
絡
が
途
絶
え
た
時
期
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
じ
く
北
京
大
学
で
日

本
語
を
学
ん
だ
夫
の
彭
家
声
・
北
京
大
学
大
学
院
常
務
副
院
長
、
国
際

関
係
学
院
教
授
と
と
も
に
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
の
初
め
ま

で
、
中
華
人
民
共
和
国
駐
日
本
国
大
使
館
教
育
処
に
二
度
に
わ
た
っ
て

九
年
間
勤
務
し
て
、
改
革
開
放
開
始
以
降
の
両
国
の
教
育
と
留
学
生
の

交
流
事
業
に
も
注
力
し
た
。

　
日
本
か
ら
訪
ね
て
来
る
人
が
あ
れ
ば
、
古
い
友
人
も
新
し
い
友
人
も

ま
る
で
家
族
の
一
員
の
よ
う
に
温
か
く
迎
え
て
、
と
も
に
食
卓
を
囲
み
、

夫
婦
で
「
民
間
大
使
」
の
よ
う
な
役
割
を
事
実
上
果
た
し
て
き
た
。
八

〇
歳
を
越
え
た
二
〇
一
二
年
春
に
は
一
〇
年
ぶ
り
に
日
本
を
訪
れ
て
、

一
九
五
七
年
の
訪
日
時
に
出
会
っ
た
人
々
を
含
め
た
日
本
の
友
人
た
ち

と
の
旧
交
を
温
め
た
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
張
光
珮
も
先
行
き
の
み
え
な
い
最
近
の
日
中
関
係

を
憂
え
る
。
か
つ
て
初
の
日
中
青
年
交
流
に
よ
っ
て
日
本
と
中
国
と
の

間
の
相
互
理
解
が
深
ま
っ
た
。
地
道
な
草
の
根
交
流
に
よ
っ
て
信
頼
関

係
を
構
築
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
張
光
珮
は
説
く
。
そ
れ
は
、
政
治
的

問
題
に
縛
ら
れ
て
膠
着
状
態
に
陥
っ
て
い
る
現
在
の
日
中
関
係
に
こ
そ

最
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

歓迎会で唄を歌う日中両国の青年たち―左端のリボンの女性が張光珮

中国駐日本国大使館教育処勤務時代（1980 年代）
―右が参事官の彭家声、左が一等書記官の張光珮

中国人留学生の世話役的存在であった土屋暹・大和市日中友好協会会長宅で（1987 年）
―後列右から 2番目が張光珮、前列右から 3番目が彭家声

日本側主宰の中国青年代表団の歓迎会の風景（日本青年館所蔵）
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本
稿
は
主
に
彭
家
声
・
張
光
珮
御
夫
妻
へ
の
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
。
同
取
材
に
全
面
的
に
御
協
力
く
だ
さ
り
、
数
々
の
貴
重
な
写
真
を
提
供

し
て
く
だ
さ
っ
た
両
氏
お
よ
び
彭
浩
・
中
央
大
学
教
授
に
深
い
感
謝
の
意
を
表
し
た

い
。
ま
た
、
日
本
青
年
館
の
掛
谷
曻
治
氏
、
お
よ
び
劉
全
勝
氏
に
も
こ
の
場
を
借
り

て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

1957 年に潮来で出会った日本人青年たちと 30 数年ぶりの再会を
果たす（1990 年）

再会を記念して潮来で行われた日中友好懇親会

2012 年に 10 年ぶりに日本を訪問した―夫妻が師として最も尊敬する大田尭
東京大学名誉教授・元日本教育学会会長との再会

60 年余り過ごした北京大学正門前での家族写真、右から彭家声、
張光珮、娘さんの彭浩―彭浩さんも同大学出身で、日本の大学
で教鞭を取っている

まつもと　はるか／アジア経済研究所　東アジア研究グループ

主著に「政権移行期における中国の外交―『平和的発
展』路線の行方」（大西康雄編『習近平政権の中国』
2013 年）、「冷戦後における中国の多国間外交の展開」
（佐々木智弘編『現代中国の政治的安定』2009 年）等。
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